
論 文 内 容 の 要 旨

交感神経系である上頸神経節（SCG）は血管を介して口腔諸器官に分布している。しかし，SCGの加齢に伴う痛み
や血管動態のメカニズムは十分検討されていない。このためヒト献体標本（男性３０例，女性２４例，平均年齢８０．５±９．５
歳）において SCGからの神経線維の分布，神経細胞および萎縮細胞の出現率を解剖学的に検討した。さらに，雄１２週
齢と２４週齢の老化モデルマウス（各６例）の，カルシトニン遺伝子関連ペプチド（CGRP），カプサイシン受容体（TRPV１），
血管収縮関連神経ペプチド（NPY），血管（CD３１），リンパ管（LYVE‐１）および細胞活性（cytochrome C）マーカー
の各mRNA発現レベルを定量RT-PCR 法で調べた。次にCGRPmRNA陽性細胞の反応性を in situハイブリダイゼー
ション法で調べ，以下の結論を得た。
１）ヒト SCGは高齢であるほど小さく，下方に位置した。
２）女性に比べ，男性は SCGが長く，下方に位置した。
３）ヒト SCGにおいて迷走神経へ向かう線維数は中部で多かった。神経細胞の数および萎縮細胞の出現比率が中部
で有意に高かった。

４）老化モデルマウスでは，２４週齢で SCGの NPYmRNAが有意に増加し，cytochrome C，CD３１およびTRPV１が
有意に低下した。

５）２４週齢ではCGRPmRNAの反応性の低い細胞ほど大きくなり，中程度の反応性を示す細胞と萎縮細胞の数が有
意に増加した。

論 文 審 査 の 要 旨

本研究は，ヒト SCGから出る神経分布と細胞形態，老化モデルマウス SCGの種々の分子マーカーの発現と局在を詳
細に検討している。その結果，ヒト SCGは迷走神経支配領域への影響が大きいこと，神経細胞に加齢変化が起こるこ
とを示唆している。これらの結果は臨床における SCGブロックの安全性に寄与するものであり，博士（歯学）の学位
に値するものと審査する。
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